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1. 概要 

 情報可視化とは，物理的な形を持たない情報を，CG に

よって視覚的に表現する技術である．大規模なデータを可

視化することで，ユーザは複雑な情報への理解を深めるこ

とができる．また可視化することで，ユーザは情報の中の

特に注目すべき部分を見つけ出せるようになる． 
 階層型多変数データを情報可視化する一手法として，

「十二単ビュー」[1]という手法が提案されている．十二

単ビューは，大規模な階層型多変数データ全体を一画面に

表示できるという特徴がある．個々のノードの詳細情報を

見たいときはビューを拡大し，データ全体を見渡したいと

きはビューを縮小することで，ユーザのニーズに合った情

報を取り出すことができる． 
本報告では，十二単ビューの機能拡張として，拡大表示

時にはデータの葉ノードを単位として変数値を表示し，縮

小表示時には下位階層の変数値を統合し，上位階層のみを

表示する，というような詳細度制御を実現する手法を提案

する．この機能拡張により，画面のサイズやユーザの操作

に合った最適な情報量で，階層型多変数データを可視化で

きると考えられる． 
2. 関連研究 

 提案手法が前提とする可視化手法「十二単ビュー」は，

大規模階層型データ可視化手法「平安京ビュー」[2]の拡張

手法である．平安京ビューは，階層型データの葉ノードを

アイコンで表示し，枝ノードを長方形の枠で表示すること

で，階層型データの全体を一画面に表現することができる

手法である．その他の階層型データの可視化手法として，

階層型データを木構造により可視化する  Hyperbolic 
Tree[3] や 2次元平面を長方形で分割していく Treemaps[4] 

などがある． 
 また，多変数データの可視化手法として，変数の本数の

平行軸を用いる Parallel Coordinates[5] などがある．しか

し階層構造と多変数情報を同時に表現した可視化手法は

まだ少なく，議論の余地が残っていると考えられる． 
3. 提案内容 

 十二単ビューで多変数データを表示する際は，アイコン

を以下のように様々な視覚的特性を用いて表示する． 
 データの変数の個数を n としたとき，アイコンを n  

個の領域に分割し， i 番目 の領域を色相)0( ni <≤

)π20(2
<≤= H

n
πiH で塗り分けて表示する． 

 i番目の領域の変数値 it ( 10 ≤≤ it の値に正規化され

ている)によって， i番目の領域を，以下の算出方法

で求められる明度 )10( ≤≤ SS ・彩度 )10( ≤≤ II で表

示する． 

itIS 8.02.0 +==  

 十二単ビューを用いて階層型多変数データを可視化し

た例を，図 1 に示す． 

 

図 1 : (左)十二単ビューによる多変数データの可視化結果 
(右)  (左)を拡大した図 

 図 1(左)は十二単ビューで階層型多変数データを可視化

し，データ全体を表示した結果であり，図 1(右)は図 1(左)
を部分的に拡大した図である．図 1(右)からわかるように，

十二単ビューでは，複数の色相で塗り分けた長方形領域に

よって，葉ノードが有する多変数を表現する．個々のノー

ドの詳細を見るためには，図 1(右)のように拡大すること

で，必要な情報を得ることができる．しかし，図 1(左)の
ようにデータ全体を一画面に表示させたときには，それぞ

れのノードは小さすぎて判別しにくいことがある． 
 そこで同じ階層にある葉ノードを全て統合し，この階層

を表すノードとして表示することで，画面上に表示される

アイコンの数とサイズを調節することを考える． 

 
図 2: 同一階層のノードを統合して表示した例 

図 2 は，4 個の 5 変数の葉ノードがある階層を図示した

例である．図 2(左)ではこの階層を 4 個の葉ノードをアイ

コンで表現しているが，提案手法における詳細度制御では

図 2(右)のように，これら 4 個の葉ノードの変数値から算

出した数値を，この階層を示すノードとして 1 個のアイコ

ンで表現する．ここで，各変数を示す領域を対角線で 2
個の三角形の領域に分割する．同一階層に属するノード変

数値のうち各変数の最大値と最小値を，各領域の左上と右

下に表示する．この結果，階層内の変数値が全て同一値の

場合には，2 個の三角形は同色で表示されるため，領域は
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四角形に見える．逆に階層内の変数値にばらつきがある場

合は，明彩度の違う 2 個の三角形を読み取ることができる． 
以上の表示方法に加えて提案手法では，ユーザによる拡大

縮小操作に伴って詳細度を自動制御する機能を実装する．

この機能では縮小操作に伴い，その縮小率に合わせて，自

動的に下位階層のノードを統合して上位階層のアイコン

を表示する．また拡大操作に伴い，拡大率に合わせて自動

的に下位階層のノードを表示する．これにより，拡大操作

によって個々の葉ノードの変数値を，また縮小操作によっ

てデータの全体像を見渡しながら，下位階層の変数値の傾

向を読み取ることができるようになる． 
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4. 実行結果と課題 

図 3 は，図 1(左)の可視化結果の下位階層にある葉ノー

ドの変数値を統合し，データの階層の最上位から，任意に

指定した階層までを表示した例である．この実行結果では，

ユーザによる拡大操作や縮小操作に伴って，対話的に表示

対象階層を指定する，という詳細度制御を実現している． 
 図 4 は，階層のバランスが悪いデータを，下位階層を統

合して可視化を行った図である．赤色の円で囲まれた部分

では，同一階層内にある 2 個のノードが，異なるサイズの

アイコンで表示されている．また，青色の円で囲まれた部

分では，アイコンの縦横比が崩れ，変形してしまっている．

このような，アイコンの表示方法について，今後検討して

いく予定である． 
5. 適用事例 

 提案手法の適用事例として我々は，以下に示す薬物デー

タを用いて可視化を試みている． 
まず，多数の薬物を，分子構造上の特徴によって階層型

に分類したデータを用意する．次に，各薬物に対する数種

類の実験値（本適用事例では数種類の酵素に対する代謝感

受性）を，各薬物に対して与える．以上により，各々の薬

物が数種類の代謝感受性の値をもつ，という階層型多変数

データが得られる．現実の製薬開発では，数万から数十万

個の薬物データを保有しているが，我々は現在，161 個の

薬物データが 5 種類，または 6 種類の代謝感受性を有する

階層型多変数データを，適用事例として用いている． 
 以上の薬物データを十二単ビューで可視化することに

より，薬物の分子構造上の特徴と代謝感受性との相関性を，

視覚的に検討できる．また，提案手法を用いて上位階層に

おける代謝感受性の最大値・最小値を表示することで，下

位階層を構成する各薬物の相関性の高さを推察できる．さ

らに注目すべき部分の拡大操作によって，局所的に下位階

層を表示し，個々の薬物単位で代謝感受性を可視化できる．

以上の詳細度制御は，特に大規模な薬物データを可視化す

る場合において，有効に活用できると考えられる． 

6. まとめ 

 本報告では，階層型多変数データ可視化手法「十二単ビ

ュー」において，ユーザの操作に対する対話的な詳細度制

御を実現する手法を提案した．また，図 4 に示したような

好ましくない可視化結果を生む場合への対策を検討した

い．また，提案手法を用いて薬物データを可視化した結果

から，薬物の分析などの研究に対して提案手法がどのよう

に貢献できるか検討したい． 

 
図 3 : 下位階層を統合し，上位階層のみを表示した例 

 
図 4 : 階層のバランスが悪いデータの例 
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